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あとがき 

 平成12年度の日本消化吸収学会総会は第8 回日本消化器関連学会週間（DDW-Japan）に参加する

とともに第31 回を迎えた。健康保険山形健康管理センター高橋恒男先生を会長として、平成12 年（西

暦2000 年・ミレニアム・千年記）10 月25 日～ 28日にわたり、神戸市ポートピアアイランドのポートピア



ホテル、神戸国際会議場、神戸消化と吸収 臨時特別記念号 ’11「消化と吸収」バックナンバー論文目

次295国際展示場、ワールド記念ホールの4 箇所において開催された。今回の本学会総会は初めての

消化器関連週間（DDW-Japan）に全面参加して開催されたもので、高橋恒男会長の御苦労は大変なも

のであったとお察しする次第であり、心から本学会総会を主催された高橋会長に対し深甚の謝意を表し

たく存じます。 

 今回の学会では特別講演として、次回（第32 回）総会会長の勝 健一教授（大阪医科大学第2 内科）

に「消化粘膜上皮の代償性反応」と題し御講演をいただきました。さらに教育講演、招待講演、シンポジ

ウム、ワークショップ、一般演題（ポスター発表を含む）などが消化器関連学会とともに行われ、更めて

本学会の意義が確認されました。 

 平成12 年度の本学会総会に於て以下のことが決議、承認されました。 

 先ず、荒川泰行理事長より諮問を受けた諮問委員会の平塚秀雄委員長より、本学会の活性化、躍進

のために1．会員の減少傾向に歯止めをかけるための方策、2．役員・評議員の定年制の導入について、

3．2001年以降の学術集会のあり方、4．学会の会則の変更について、5．庶務・会計・編集各担当理事

についての諮問が答申され承認されました。したがって70 歳に達した役員すなわち理事・監事及び評

議員は平成13 年4月からは役員でなくなり、それぞれ名誉会員、功労会員として処遇されることになり

ます。特に理事の半数以上がこれに該当される。故に、学会がこの改正により一段と活性化し、会員が

増加しなければ意味をなさない。むしろ今後が大切であります。名誉会員、功労会員となられた先生方

は学会の功労者であられます。今後とも学会・会員のための御指導・御鞭韃を宜しくお願い申し上げま

す。 

 また本学会賞に加えて「冠」学会賞（2001年より2005 年までの5 年間）が設けられたとも本学会にとっ

て喜ばしいことであります。 

 本誌「消化と吸収」の前号No 1 のボリュウムが少なく心配されましたが、今回のNo 2 はこれを補って

余りあり安心した次第であります。当学会としてはDDW-Japanへの初の全面参加ということで、開催期

日の10月末であった関係などでNo 1 への原稿が遅れこのようなことになったと思われます。次年度か

ら調節の必要があると考えられます。 

 西暦2001年という、21世紀初年の記念すべき年に本誌が発行されます。なお13 年度から編集担当に

理事の朝倉先生が就任されることとなり、本誌の益々の充実が期待されます。 

 なお、次回は大阪医科大学第2 内科勝健一教授の下、第32 回の本学会が第9 回日本消化器関連

学会間の中で開催され盛会が期待されております。会員の皆様のご支援ご参加を心よりお願い申し上

げます。 

村上義次 

 

 


